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要旨 

現行の学習指導要領では、知的障害教育においても、育成を目指すべき資質・能力の三つの柱

に基づいた各教科等の指導の充実が求められている。その指導形態は各学校に委ねられているが、

知的障害特別支援学校では、生活に即した題材を取り上げ、各教科の目標・内容を合わせて指導

する「各教科等を合わせた指導（以下、合わせた指導）」の指導形態をとることが少なくない。 

知的障害を伴う自閉症児（以下、知的自閉児）のみが通う筑波大学附属久里浜特別支援学校（以

下、本校）も合わせた指導を中核的な指導の一つにおいている。合わせた指導のメリットは、生

活に即した題材を取り扱うことで、実感を伴いながら様々な資質・能力を身に付けられることだ

と考えている。一方で、活動を行うことが中心になってしまい、教師が、各教科等で取り扱う内

容を十分に意識しないまま授業が行われる可能性も含んでおり、各教科の目標・内容に基づいた

指導目標や指導内容、そして、評価が不明確になっているという批判もある。 

本校では昨年度、単元計画の書式を「単元構想シート」として改訂し、この課題の改善に取り

組んできた。本研究は、これをブラッシュアップし、合わせた指導における適切な指導目標の設

定と評価を行う手続きの明確化を図ることを目的としている。 

単元構想シートの改善については、「単元構想シートⅠ」（単元について）と「単元構想シートⅡ」

（本単元における困難と支援のチェックリスト）、「単元構想シートⅢ」（代表児について）、「単元

構想シートⅣ」（本時について）の４種に再構成した。大きな改訂のポイントは、単元の指導計画

の中で評価計画を明確にしたこと、及び「困難と支援のチェックリスト」を取り入れたことである。 

単元構想シートの改訂は、研究部の改定案を基に、６月に小学部全学級を対象とした授業公開

と授業研究会を行い、その中で進めていった。10月、11月には小学部２学級を代表授業とし、授

業公開と授業研究会に取り組んだ。本報では代表授業について、小学部１年生「おむすびころり

ん すっとんとん」、小学部５年生「みんなでわくわく 秋祭り」の授業実践を報告する。 

単元構想シートを改善し、評価計画を明確にした成果としては、①各教科等を合わせた指導に

おける各教科の指導目標を明確にすることができたこと、②各教科における評価を、具体的な姿

を書くことで、適切な評価ができ、その姿を引き出すような支援を考えることができたことの二

つが挙げられた。 

また、「単元構想シートⅡよりよい学びに向けてのチェックシート」を新しく作成したで、①単

元において児童の実態を明確にしたうえで、「学習が成立すること」と「学習内容を学ぶこと」の

それぞれの支援方法を考案、検討することができたこと、②合わせた指導における各教科の本質

を大切にすることができたことの二つが挙げられた。 

課題として、①「単元構想シート」の書式を改正し、蓄積したシートを整理し、活用すること、

②既習表の扱いを明確にし、個別の指導計画、年間指導計画などに活用していくこと、③系統性

を見出し、単元配列表を作成していくことが挙げられた。 

今後は、これらの課題を解決していきながら、知的障害を伴う自閉症児に対する各教科等を合

わせた指導の改善、そして、教育課程の改善につなげていきたい。 

キーワード：各教科等を合わせた指導、指導目標の設定、評価の改善、単元構想シート
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第１章 研究の背景 

第１節 筑波大学附属久里浜特別支援学校の取組と昨年度までの小学部研究について 

１ 筑波大学附属久里浜特別支援学校の取組 

（１）筑波大学附属久里浜特別支援学校（以下、本校）の概要 

本校は神奈川県の南東部、横須賀市にある特別支援学校である。筑波大学の附属学校として、

知的障害を伴う自閉症児（以下、知的自閉児）の教育を専門とすることを特色に、幼稚部と小学

部を設置している。定員は幼稚部18名、小学部36名と小規模であり、小学部の教育課程は、自立

活動を基盤とし、社会生活や余暇につながる内容をねらいとした各教科等を合わせた指導（以下、

合わせた指導）を中核としつつ、教科別の指導を据える構造になっている。 

本校の学校研究は、平成29年の特別支援学校学習指導要領の改定を受け、平成30年度～令和２

年度まで「一人一人の課題を踏まえた各教科等の授業づくり」をテーマに、教科別指導と自立活

動の指導に取り組んだ。令和３年度から２年間は「知的障害を伴う自閉症のある幼児児童一人一

人の課題を踏まえた自立活動の実践」をテーマに、知的自閉児に対する自立活動に焦点を当てて

きた。 

そして、昨年（令和５年）度からは「知的障害を伴う自閉症児が確かに育つ教育課程の改善（４

年次計画）」をテーマに、合わせた指導で行われている、各教科等の指導の中身を明確にし、教育

課程全体を改善しようとしている。 

（２）昨年度の学校研究について 

本研究の先行研究となる昨年度の小学部研究では、教育課程の改善に向け、１年次を現状の課

題を整理し、今後の方向性を検討する期間と捉え、授業づくりの方法を検討し、指導内容、方法、

指導のポイントなどを整理した。そこで用いることにした書式が本研究でも取り上げる「単元構

想シート」である。以下にその成果と課題として明らかになったことを述べる。

小学部は「単元構想シートを活用した授業づくりの見直し」を主題とし、単元構想シートを作

成し、各教科等を合わせた指導において、合わせる教科を精選し、目標を明確にして授業づくり

に取り組んだ。成果は、授業づくりの方法を検討・整理することに関して、四つ挙げられた。一

つ目は、単元構想シートが生活単元学習における授業づくりを共有・改善するためのツールにな

ったこと、二つ目は、単元で取り扱う各教科等で合わせる教科、内容、段階、目標を明確にする

ことができたこと、三つ目は、「育てたい力」を話し合い、単元構想シートの作成に生かすことが

できたこと、四つ目は、育てたい力のうち、「見通し」に着目したことで、指導の支援を授業づく

りに生かすことができたことであった。指導内容・方法・指導のポイントを整理することに関し

ては二つ挙げられた。一つ目は、「学習が成立すること」と「学習内容を学ぶこと」のそれぞれの

指導と支援を区別して授業づくりを行うことの重要性を確認することができたこと、二つ目は、

「見通し」の実態が授業に反映されているのか把握することができたことであった。課題は、単

元構想シートの書式の修正をすること、各教科等の子供の学習評価を明確にすること、「育てたい

力」の「見通し」についての捉えの整理・共有や活用方法を検討することが挙げられた。
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２ 本研究の位置づけ 

 今年度も学校全体として、「知的障害を伴う自閉症児が確かに育つ教育課程の改善」を大きなテ

ーマとし、教育課程の改善に向けて、昨年度の研究の成果と課題を踏まえながら、課題を整理す

ることとした。その中で、小学部は本研究に取り組むこととした。

学校研究

「知的障害を伴う自閉症児が確かに育つ教育課程の改善」（４年計画の２年次）

●研究テーマ

「知的障害を伴う自閉症児に対する各教科等を合わせた指導の改善

－単元構想シートを活用した指導目標の設定と評価の改善－」

（１）研究の進め方 

 今年度は、二つのことを中心に研究を進めることにした。一つ目は昨年度の成果と課題を踏ま

え、「単元構想シート」を用いて児童の実態や活動、授業内容を可視化しながら進めること、二つ

目は、研究推進委員会、研究日、外部講師の助言から、授業の改善と研究の推進を行うことであ

る。主に、研究日と授業研究会の実施（図１：小学部）、及び校内研修（図２）を実施した。

図１ 小学部

図２ 校内研修
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第２章 単元構想シートを活用した指導目標の設定と評価の改善 

第１節 小学部の教育課程について 

本校の教育課程は、自立活動を基盤として、各教科等を合わせた指導を中核としつつ、教科別の指

導、そして特別活動を、横断的に学んでいく構造となっている（図３、表１）。本校では、各教科等

を合わせた指導で取り扱う教科を、生活科、国語科、算数科、図画工作科、道徳科としている。その

中でも、生活単元学習は、特別活動に向けた内容や社会生活や余暇に向けた内容、各教科等を合わせ

ることで各教科等の学びが促進される内容を取り扱い、授業名を「いきいきタイム」と呼んでいる。

第２節 研究テーマ設定の理由 

１ 昨年度の研究の成果 

（１）単元構想シートについて：単元構想シートを作成・活用したことによる主要な成果として、

単元を構成する各教科等の内容の精選と目標の明確化をすることができた。 

（２）見通しについて：本校で「育てたい力」の一つとして「見通し」に着目し、指導内容や方法

を整理したことで、児童の実態把握に役立ち、授業準備の明確化や児童に適した手立ての考

案・整理・改善につながった。改めて見通しについて整理したことで、より知的障害を伴う

自閉症児に合わせた指導が可能になることが分かった。 

２ 昨年度の研究の課題 

単元構想シートを活用し、目標を明確にできた一方、何を、どうやって、どの程度学習したの

かは不明確であり、評価は授業者の主観になりやすいという学習評価の曖昧さが浮き彫りとなった。 
また、見通しに着目し研究を進めたことで、児童に適した手立ての考案・整理・改善ができた

が、その実態把握と支援が、実際の指導場面にどう生かされているかは分かりづらいという課題

が挙がった。

図３ 教育課程構造図 

表１ 小学部６年時間割 
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以上の事柄を受け、今年度も単元構想シートを改善・活用し、「生活単元学習における各教科等

の有効な合わせ方とは」や「客観的な評価をするには」、「より障害特性に応じた実態把握と支援

を考える」などの改善点の解決を目指し、研究を進めることとした。

第３節 研究の目的 

研究テーマ設定の理由を踏まえ、今

年度は「単元構想シートを活用した指

導目標の設定と評価の改善」とし、研

究の目的を、①生活単元学習として、

適切で有効な、各教科等の内容と組み

合わせ方、合わせる教科数などを検討

し、目標を設定すること、②主観的な

評価ではなく、共通認識できる評価を

すること、③学びやすさに配慮するための実態把握と支援を整理することの３点として研究を進

めた。 

第４節 研究の取組 

１ 検討事項について 

今年度の研究における、検討内容と検討の場を表２に示す。今年度の研究対象である生活単元

学習について、小学部教師全員で集まり、協議と検討を行って年間指導計画を作成した。

また、目標と評価について研究するにあたり、明確に学習の記録を残せるように、研究部で既

習表の作成・活用のために協議と検討を行った。

併せて、単元構想シートの改善に向けた協議・検討を行い、修正したものを実際に小学部全体

で使用して研究授業を行った。その後、修正を重ね、研究のまとめとして、単元構想シートの活

用に関するアンケートを実施した。

授業実践は、小学部低学年高学年からそれぞれ代表学年を決め、研究授業と授業研究会を行った。 

２ 年間指導計画について 

昨年度までは、各学級が個々に年間で何を指導するか検討していたが、今年度は小学部全員で

集まりこれまでの学習履歴を意識し、見直しを行った。活動内容のみに着目して指導内容に偏り

がでてしまわないように、そもそもどんな力を育てたくて何を指導していけばいいのか、「学級で

育てたい力」を基に作成した。また、年間の生活単元学習の単元同士のつながりと教科別の指導

との横断的なつながり、そして、同学級の前年度の年間指導計画と、一つ上の学年の前年度の年

間指導計画をもとに、学年間の縦のつながりを意識することで、取り扱うことが望ましい学習を

考えることができた。学習指導要領から取り扱う教科と内容を検討し、育てたい力をメインに指

導内容のバランスを考慮した年間指導計画を作ることができた。 

表２ 検討内容と検討の場 

－5－



 

３ 既習表について 

年間指導計画において年間の指導内容を計画できた。今後、どの学年で何を学んだのかを記録

し、学習内容の偏りや抜けを確認できるようにするため、「既習表」を作成することとした。

まず、学習指導要領の内容を段階ごとに羅列し、履修したら〇を付けていく形で作成した（図

４）。作成する中で、履修してもできるようになったという訳ではないという問題点が挙げられ、

履修と習得とは違うので、履修した内容が汎化されている姿が見られた場合に習得とすることと

し、習得の欄を追加するように改善した。「やった」と「できた」内容を明確にすることができた

（図５）。

しかし、新たな問題点として、履修と習得を記録するだけでは「どうやって」、「何で」学んだ

のかが分からないという点が挙げられた。そこで、学習指導要領の段階をそれぞれ別に分けて、

それぞれの内容について、学習した「指導場面」と「指導内容」も記載できるようにして、何を

どのようにして学んだのかを分かるように改善した（図６）。

これにより、何をどの程度学ぶことができたのか、児童はこれまで何を学習し、現在どういう

段階で、未学習なものは何なのか、これから何を学んでいくことが望ましいのかなど、学習状況

を把握していくための、情報を蓄積できるツールとして既習表を作成することができた。

今後、記録を蓄積し、知的障害を伴う自閉症児のための、系統性をもった指導計画を作成する

根拠にしていきたいと考える。

やったら〇 

生活

既習状況だけでなく指導

内容と指導場面も記録 

図４ 既習表Ver.1.0 図５ 既習表Ver.2.0 

図６ 既習表Ver.3.0 
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４ 単元構想シートについて 

（１）概要：四部で構成している（図７）。Ⅲ－２とⅣは研究授業

などで代表児をおく場合のみ使用する。単元構想シートは、

シートの改善とデータの蓄積のため、今年度は一人二本作成

することとした。作成の負担を減らしたいという考えも学部

内で共有し、記入者が書きやすいように、文章ではなく箇条

書きで書く、学習指導要領を引用する、学級の目標や年間指導

計画作成時に決定した内容などを書く、などのように記入者

が書き悩むことを減らせるように意識して書式を作成した。 

まだ改善の余地はあるが、昨年度の課題や今年度当初に小

学部の教師に行ったアンケートなどから、改善を重ね、現書

式に至った。

（２）単元構想シートⅠ：書き悩むことのないように根拠と関連をもたせ、順に書けるような項

目立てにしている。目標や指導内容、評価については、取り扱う内容を精選したり学習指導

要領から引用したりすることで、目指す姿から個々の評価まで整合性を図れるようにし、一

貫した指導を行えるようにした。単元構想シートの各項目に記入する内容を①～⑥に示す。 

①「学級児童の実態」：興味関心や単元に関する既習事項と身体面・認知面の状況を基に、学

級の目標や育てたい力、目指す姿などに着目して記入する。

②「単元設定の理由」：①の実態を踏まえ、本単元で育てたい力を示し、それを習得するため

に必要な各教科等とそれらを合わせる理由や題材設定の理由などを記載する。

③「単元を通して目指す子供たちの姿」：各教科等を合わせた指導（生活単元学習）として行

うよさが分かるように、各教科等の目標を合わせて目指す姿として三つの柱で示す。また、

教科の本質を大切にするため、教科別にそれぞれを下線で分けて示し（例：生活科は二重

線、国語科は波線など）、何を合わせたかを明確にして表す。教科別で評価を行うため、目

標と言わず、「目指す姿」としている。

④「単元を構成する主な各教科等の内容と個々の評価」：③を達成するために、本単元で取り

扱う各教科等の内容を、それぞれ学習指導要領から段階別に転記する。学習指導要領から

引用することで、指導する内容や位置付けなどを確認することができる。学級の児童がど

の段階に該当するかも記載する。単元終了後に、目標の妥当性の確認や個々の評価を行う。

各教科等の内容と評価の記載を一体化させたことで、活動に対しての評価ではなく教科の

本質を意識し、しっかりと目標に対しての評価を行えるようにした。評価が一緒になるの

で記載量減にもつながる。達成していれば「Ｂ」、想定以上の姿が見られれば「Ａ」、達成

していなければ「Ｃ」と評価する。

⑤「単元の指導と評価の計画」：④で取り上げた各教科等の内容について、いつ、何を合わせ

て指導・評価するのかを示す。評価の場面を明らかにすることで、教科を意識でき、指導

内容に合わせた確実な評価につながる。整合性のとれた指導・評価や、単元の進捗状況の

確認にも役立つ。

図７ 単元構想シートの概要 
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⑥「本単元の評価」：この項目は、単元が終了してから記入する。児童についてではなく、本

単元における、合わせた教科の有効性や合わせた良さ、段階が違う集団、または集団の特

徴がある中で、どのくらい学べたのか、年間指導計画の達成状況や、学級の育てたい力へ

どう迫れたかなど、単元自体について単元の内容や構成の仕方などがどうだったかを評価

する。次回の単元を考える際や次の担任などの他者が見た際の、指導の参考材料になる。

（３）単元構想シートⅡ「よりよい学びに向けてのチェックシート」：シートⅡについても何度も

改定した。昨年度は、小学部で育てたい力の一つに「見通し」を挙げ、本校における見通し

を定義し、見通しについての実態把握を行ったり、目標や指導の手立てを立てたりした。成

果として、児童の実態把握の重要な観点の一つとなり、個に適した学習が成立するための指

導や支援につながった。課題として、指導にどのように生かされているのか分かるとよいと

いうことが挙げられた。それらを受け、「見通しだけでいいのか」や「より知的障害を伴う自

閉症児に即した実態把握と支援を考えられないか」という改善点が見えた。 

今年度作成したシート（図８）では、始めに、指示理解の段階や見通しについて、知的障

害を伴う自閉症児を指導する際に、確実に押さえておきたい「活動の内容の理解」に関する

実態をチェック式で示せるようにした。これにより、集団、もしくは個々の指導の手立てが

見えた。チェックシートにすることで、記入者側の負担も減り、見る側も見やすくなるとい

うメリットもあった。次に、児童が主体的に、または持続して取り組めるような動機付けに

必要な実態を挙げた。児童の興味・関心などを考慮することで、教師や教材への注目や集中

が高まり、教科を学べる状態にもっていく一助となる。それらに加え、本単元を学ぶ上での

児童のよさや強み、困難などの自閉症の特性を合わせることで、個に即した「主体的に取り

組むための具体的な支援」を考え出せるような構造にした。

また、単元終了後にシートに記載した内容が適切であったのかを評価することとし、一部

でも見直しが必要だった場合には、改善点を記載し、次回につなげられるようにした。

単元構想シートⅠで単元の情報を残しただけでは、どんな授業だったか伝わりづらい。こ

の単元構想シートⅡは、学習が成立するための、子供たちが授業にしっかりと参加できるま

での支援を導き出し、記録できるシートになっており、今回の単元構想シートの一番のポイ

ントである。 

図８ よりよい学びに向けてのチェックシート 
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（４）単元構想シートⅢ「児童について」：昨年度は代表児のみで、「実態」、「単元目標」、「変容」、

「評価」の４項目を記載していた。単元目標については、下線で取り扱う教科を分かるよう

に示していたものの、評価は、その目標の語尾を「できたか。」のように変えたものであった。

それをＢ評価にして、ＡとＣの評価規準を考えていた。評価規準に、例えば、「物語の内容を

理解し」のような、どのように評価するのか分かりづらく、幅をもたせた言い方や抽象的な

言葉が使われていたり、ＡやＣの評価規準を考えるのも言葉でニュアンスが変わってしまっ

たりするなど、曖昧で分かりづらさや書きづらさを感じることがあった。 

そこで、今年度は、単元構想シートⅠで示した「単元を通して目指す姿」を、児童それぞ

れに掲げ、生活単元学習として本単元で目指す姿を示し、評価については、教科の本質を意

識できるよう、教科ごと、観点別に、教師の支援の有無なども含め、それぞれの内容を達成

していると考えられる具体的な姿を記入することとした。単元終了後に、その具体的な姿が

見られたらＢ、その姿を上回っていたらＡ、その姿に至らなかったらＣ、と評価を記入する。

個に合わせた目標が、誰が見ても分かるように、かつ、評価の理由を聞かれたときに説明で

きる、「客観的で、共通認識できる評価」を行えるようにした。

第５節 まとめ 

１ 目的①「生活単元学習として、適切で有効な各教科等の内容と組み合わせ方、合わせる教科

数を検討し、目標を設定する」について 

改訂前の単元構想シートについてのアンケート（表３）では、目標設定について、「教科で段階

が異なる児童がいる場合、書き分けが難しかった」や「段階と内容がずれた」など、その他多数

の改善点が挙げられたが、今年度の単元構想シートⅠの活用についてのアンケート（図９）では、

「取り扱う主な各教科を精選して単元を構成することができたか？」と「各教科の目標を意識し

て『単元を通して目指す学級の子供たちの姿』を考えることができたか？」の質問において、単

元構想シートを作成したすべての教師が「できた、まあできた」と回答した。

以上のことから、単元構想シートを使用した教師は単元を構想、検討、改善できる有用な資料

になったと実感しており、各教科等の精選や目標設定を意識している教師が増えたことが分かっ

た。

課題としては、必ずしも効果的な教科の組み合わせになる訳ではないという点が挙げられ、今

後も書式改善やデータの蓄積を行っていき、効果的な単元設定につなげていきたい。
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表３ 改訂前の単元構想シートについてのアンケート（一部抜粋）

書きやすかった、良かったところ 書きにくかったところ、改善が必要なところ 

・箇条書きで読みやすい。 

・教科別に下線で分かれていて見やすい。 

・色々な軸から単元を捉えており、どのような

教科を合わせているのか等単元を構成するう

えで考えるべきことを確認できる。 

・子どもたちの姿→内容→計画の整合性をつか

めた。 

・各項目同士の関連を確認していく作業の中

で、この単元の中で本当に指導したい内容は

何か精選していくことができた。 

・教科で段階が異なる児童がいる場合、書き

分けが難しかった。 

・段階と内容がずれた。 

・既習事項なのか、習得事項なのか弁別がう

まくついておらず、的確な段階分けができ

ていない部分があった。 

・書く項目を明確にする。何を書けばよいか

分からない。 

２ 目的②「主観的な評価ではなく、共通認識できる評価をする」について 

評価規準を教科ごと、観点別に具体的な姿で示したことで、その姿が見られたかどうか、シン

プルに評価を行えるようになった。なぜその評価になったのか、授業を見た教師が、明確に理由

を説明できるようになったり、教師間で評価に違いが出なかったりするなど、客観的で共通認識

できる評価をすることができた。また、評価に至る具体的な姿を引き出すために、教科を学ぶた

めの支援を検討することにつながった。

しかし、課題として、単元を通した評価基準を考える際に、計画段階では単元全体（終盤）の

具体的な姿をイメージしづらいという点が挙げられた。単元の次ごとの具体的な姿をそれぞれ書

けるとよいが、記載量は多くなるので今後も検討の余地がある。

できた

33%
まあできた

67%

②単元を構成する主な各教科の目標を意識して「単元を通

して目指す学級の子供たちの姿」を考えることができたか？

できた

47%

まあできた

53%

①取り扱う主な各教科を精選して、

単元を構成することができたか？

できた

まあできた

あまりできない

できない

図９ 単元構想シートⅠの活用についてのアンケート 

「できた」 
「まあできた」 

で 100％！ 

できた

40%

まあできた

53%

あまりできない

7%

①支援方法の土台を考えて授業を行うことが
できたか？

できた

まあできた

あまりできない

できない

できた

27%
まあできた

73%

②主体的に取り組むための具体的な支援（学習が

成立するための支援）を考えることができたか？

「できた」 
「まあできた」 

で９３％！ 

「できた」 
「まあできた」 

で 100％！ 

図10 単元構想シートⅡの活用についてのアンケート 
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３ 目的③「学びやすさに配慮するための実態把握と支援を整理する」について 

単元構想シートⅡ（よりよい学びに向けてのチェックシート）を使って、主体的に取り組むた

めの具体的な支援の検討を行ってきた。単元構想シートⅡを使用した教師に実施したアンケート

（図10）では、「支援方法の土台を考えて授業を行うことができたか」と「主体的に取り組むため

の具体的な支援（学習が成立するための支援）を考えることができたか」の質問に、90％以上が

「できた」、「まあできた」と答えていた。「よりよい学びに向けてのチェックシート」を作成・活

用することで、知的障害を伴う自閉症児それぞれに即した、よりよい実態把握と支援の方法につ

いて考えることができた。

課題としては、単元を通して考えると集団指導に活用できなかったり授業構成に反映しきれな

かったりした部分もあった、という点が挙げられた。段階の違いに配慮した授業の作り方や展開

の仕方を考えていくことを改善点として、今後の研究に生かしていく。 

４ 今後の展望 

単元構想シートについては、各書式の改善を行い、蓄積したものを整理して有効な組み合わせ

方などよりよい単元構想へどう生かせるかを考えていく。既習表については、今年度作成し、実

施し始めたところなので、記録を継続し、児童の段階を決定する根拠や学習の抜けや偏りを把握

するためのツールとして活用していく。

そして、これらの活用を通して、年間指導計画や個別の指導計画、指導体制などに生かしてい

きたいと考える。

今後も知的障害を伴う自閉症の児童が確かに育つ教育を目指し、研究を進めていく。

第３章 実践事例１ 小学部１年生～「おむすびころりん すっとんとん」の実践を通して～ 

第１節 実践について 

１ はじめに 

本校では、生活単元学習を「いきいきタイム」と呼んでおり、小学部１年生のいきいきタイム

は、週３時間設けられている。今年度の研究では、初めに年間計画の立案を行った。幼稚部年長

で学習した内容、前年度の１年生の学習内容をもとに、今年度の１年生の年間計画を立案した。

それを踏まえて、「学級の育てたい力」を担任間で考えた。１年生は、「気付く」、「分かる」、「使

う」、「伝える」、「見付ける」という力を育てたいと考え、国語科、生活科（ア基本的生活習慣、ウ

日課、エ遊び、オ人との関わり）、算数科、自立活動を中心に計画を立て、指導に当たることとし

た。また、今年度の１年生の学習では、子供たちが初めてのメンバーでの集団学習の場であるこ

と、教師が個人の既習表を作り、履修と習得のチェックを行っていくこと、自閉症特有の得意な

こと、不得意なことのばらつきがあることなどから、１段階の目標をベースとして授業を行って

いくこととした。１段階の内容でも個々の実態差にばらつきがあるため、単元ごとに個人の目標

を設定し、個々の実態に合った授業づくりも行うこととした。
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２ 学級の実態からの単元の計画 

（１）学級の児童の実態 

 本学級の児童は、おおむね１段階の児童が五名、おおむね２段階の児童が一名の計六名で構成

されている。四名は本校幼稚部から、二名は外部からの進学である。生活科では、毎日の同じ活

動（朝の会、朝の運動、国語・算数）は、することが分かり、自ら授業で必要な物の準備をした

り、移動したりすることができる。遊びでは、友達や教師と同じ場で遊ぶことができる。友達や

教師のまねをして遊ぼうとしたり、教師からの誘い掛けを受け入れて遊んだりすることができる。

また、２学期から朝の会、帰りの会の進行を日直の児童が行っている。

（２）単元設定の理由 

 １学期の学習では、生活科「エ遊び」と国語科や算数科などの各教科を合わせた学習の中で、

事物の名称や擬態語と感触を照らし合わせたり、様々な形に着目したりして学習を行ってきた。

自由に遊ぶ中で、様々な言葉を知り、使おうとしたり、自分の気持ちを伝えようとしたりする姿

が多く見られた。このように、各教科と遊びを合わせることで、児童たちが自由に遊ぶ中で各教

科を学んできた。しかしながら、１学期の課題点として、自分の好きな場で遊び続ける、一人で

遊ぶ姿が多く見られた。また、順番を守れない、待つことができない様子も見られた。

これからの学習では、児童のやりたいこと、興味・関心は様々であり、一人一人のやりたいこ

とができないこともある。このことから、決められた場で決められた活動をする経験を積んでほ

しい、遊ぶ中で自分の役割があることに気付いてほしい、順番を待つことを知ってほしいという

教師の願いをもち、自由な遊びでなく決まった場所で決まった活動を行う、つまり役割を知って

教師と一緒に活動を行う経験を積める学習を行ったほうが良いのではないか、また、国語科知識

及び技能の「（ア）昔話などについて、読み聞かせを聞くなどして親しむこと」については集団で

学習をしたほうが良いのではないかと担任間で話し合い年間計画の見直しを行った。

以上のことから、生活科と国語科の内容を合わせた学習を行うこととした。本単元では、昔話

「おむすびころりん」を用いる。これまで朝の会の前の読み聞かせでは、「桃太郎」や「浦島太郎」

などの昔話に触れてきた。「おむすびころりん」は、各場面とも主人公であるおじいさんが中心に

描かれており、登場人物も「おじいさん」、「おばあさん」、「ネズミたち」と限られているため、簡

単な役割を理解しやすい。また、児童が好きな動きを表す擬態語や繰り返しのある言葉などが使

われており、言葉のリズムの面白さを感じながら、読み聞かせや再現遊びを楽しんでほしい。さ

らに、友達や教師のまねをして役を演じようとする中で、教師と一緒に、決められた役割で活動

に参加しようとしたり、友達が発表しているときは待ったり、決められた場で決められた行動を

する経験を積んでほしいと考え、本単元を設定した。

（３）単元を構成する主な各教科の内容と単元を通して目指す学級の子供たちの姿、単元の指導

計画 

以上を踏まえ、生活科「カ役割」（ア）・（イ）と国語科「知識及び技能」イ（ア）、「思考力・判

断力・表現力」Ｃ読むことア・イの内容を合わせた授業を設定した。本単元の設定した単元を通

して目指す学級の子供たちの姿を表４に示す。（表４）（下線：国語科    、生活科   ）
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表４ 単元を通して目指す学級の子供たちの姿 

知識及び技能 物語を聞いたり、道具を作ったりして、物語の内容を知り、教師と一緒に

又は一人で、決められた場で決められた活動を行うことができる。

思考力・判断力・

表現力

物語を見聞きし、教師の問いに答えたり、「発表する」、「待つ」などの活動

を教師と一緒に又は一人で取り組んだりすることができる。

学びに向かう力、

人間性

絵本を自分からめくり、場面ごとのおじいさんの動きを自分なりの動きに

変えたり、自分の行う活動を教師と一緒に又は一人で確認しようとしたり

することができる。

 単元の計画では、一次では、「おむすびころりんを知ろう」、二次では「物語を知ろう・体験し

よう」、三次では「決められた場でおじいさんになってみよう」とした。詳しい学習活動について

は、単元構想シートに掲載している。

３ 代表児について 

（１）日常生活から見られる実態 

コミュニケーション面は、遊んでほしいときに、教師に「お願い。」と言って伝えたり、教師が

言った音や言葉をまねたりすることができる。社会性は、困ったときに「手伝って。」と言い、教

師に助けを求めることができる。適応行動は、周りが騒がしかったり、苦手な音が聞こえると、

耳を塞いだり、原因となる物をたたいたりする。また、嫌なことや見通しがもてない場では、床

に寝転ぶことがある。興味・関心では、覚えた歌を一人で口ずさんだり、教師と歌絵本を見なが

ら一緒に歌ったりすることが好きである。

 以上のことを踏まえた本児の実態を単元構想シートⅡ「よりよい学びに向けてのチェックシー

ト」に示した（図11）。

（２）単元に関する実態 

休み時間では、一人で遊ぶことが多く、

ちぎった新聞紙等を舞い上げて遊ぶこと

が好きである。また、朝の会や帰りの会の

日直では、教師の言葉をまねしてせりふ

を言いながら進行をすることができるよ

うになってきている。国語では自席に座

って、教師が読む絵本の読み聞かせを聞

くことができる。また、「水筒」、「帽子」

などの身近な物の名称は覚え、教師の言葉掛けを聞いて、準備をすることができたり、教師の問

いに対して知っていることは言葉や身振りで答えたりすることができる。これらの実態から、本

単元では、昔話に親しむ中で、語彙を増やしたり、自分の気持ちを身振りや言葉で伝えたりする

経験を積んでほしい、教師と一緒に決められた場で決められた活動をする経験を積んでほしい、

友達や教師の存在に気付いて活動に参加してほしいと考えた。

図11 よりよい学びに向けてのチェックシート 

児

童 

B 

代

表

児 

活動の内容の理解 主体的・持続 支援の適切さ 

指示理解 時間の見通し 提示方法 動機づけに必要なこと □ 

□ 

□ 

支援は適切 

支援の見直しが

一部必要 

支援の見直しが

全面的に必要 

□具体物 
□写真カード 
□絵カード 
□文字 
□身振り
□言葉 

□今～する
□ ・・・したら、次～ 
□半日程度の予定
□１日の予定 
□１週間以上の予定 

□個別携帯 
□全体提示 
（個別確認） 
□全体提示 

・活動内容ややり方、何をすればよいか分かる
こと。 

・我慢をしている様子のときに、教師から誘い掛
けること。 

単元に関わる学習上の 
主体的に取り組むための具体的な支援 

支援の改善点 

よさ・強み 困難 

・絵本が好きで、繰
り返される言葉等
を好み、教師に 
言って欲しいこと
を伝える。 

・教師に身振りで
遊んでほしいこと
を伝える。 

・何をしてよいか分
からなかったり、周
囲が騒がしかった
りするときに、座り
込み、動かなくなっ
たり、友達をたたい
たりすることがあ
る。 

・自分の思いややり
たいことを相手に
伝えられず、我慢
することが多い。 

① 何をするのかが分かりやすいように、実物や身振
り、言葉で伝える。

② 本人の気持ちに寄り添いながら言葉を掛け、自
分から動き出すまで待つ。 

③ 本人の気持ちを代弁するような言葉を掛ける。

☑ 
☑ 

☑ 

☑ 

☑ 
☑ ☑ 

☑ 

☑ 
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（３）代表児の単元を通して目指す姿と評価（具体的な姿） 

 代表児の単元を通して目指す姿は表５、評価の具体的な姿を表６に示す。（表５、表６） 
 

表５ 単元を通して目指す姿 

知識及び技能 物語を聞いたり、道具を作ったりして、物語の内容を知り、教師と一緒に、

決められた場で決められた活動を行うことができる。 
思考力・判断力・

表現力 
物語を見聞きし、教師の問いに答えたり、「発表する」、「待つ」などの活動

を教師と一緒に又は一人で取り組んだりすることができる。 
学びに向かう力 
人間性 

絵本を自分からめくり、場面ごとのおじいさんの動きを自分なりの動きに

変えたり、自分の行う活動を教師と一緒に確認しようとしたりすることが

できる。 

表６ 評価（具体的な姿） 

 生活 国語 
知識・技能 ・教師が示した役割表を見て、写真やイ

ラストを手掛かりにどんな役割を行

うか分かった姿 
・決められた場面の道具を使い、おじい

さん役の動きが分かっている姿 

・教師が話すおむすびころりんを聞き、

繰り返される言葉を復唱した姿 
・挿絵を見て物語の内容を知り、教師の

読み聞かせをうなずきながら聞いて

いた姿 
思考力・判

断力・表現

力 

・教師が示す役割表を見て、自分の役割

が分かった姿 
・決められた場で決められた道具を使

っておじいさん役を演じようとした

姿 

・物語を聞いて、知っている役や道具の

問い掛けに対して、言葉や身振りで答

えようとした姿 

主 体 的 に

学 習 に 取

り組む姿 

・ペープサートでおじいさん役の動き

を教師と一緒に確認し、遊び場で再現

した姿 
・おじいさんの動きを自分なりの動き

に変えたりして遊ぼうとした姿 
・役割表を教師と一緒に見て、席に着い

たり、発表の場に立とうとしたりした

姿 

・教師が差し出した絵本をめくろうと

した姿 
・物語に出てくる言葉を言いながらお

じいさん役を演じようとした姿 
・教師が読む話を聞いて、内容を知り、

ペープサートや劇遊びの場で、おじい

さん役を自分なりの動きに変えて役

を演じようとした姿 
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４ 代表児の指導と経過・評価 

単元を通して、代表児の目指す姿と評価の具体的な姿から変容を見ていく。

（１）読み聞かせ 

目指す姿と評価（具体的な姿）を表７に示す。（表７）

一次では、絵本に興味

を示さず、寝そうになる

姿が見られた。そこで、二

次からは、絵本のおじい

さんの顔を児童の顔に変

更し、毎時間、おじいさん

人形でおじいさんの動きを確認するようにした。二次での代表児の様子として、物語の三つの場

面を体験したことにより物語の内容が深まり、読み聞かせに着目し、うなずいたり、笑顔で聞い

たりする様子が見られた。

 繰り返される言葉を復唱した姿としては、単元を通して見られた姿は、教師の言葉に合わせて、

手をたたいて表現する様子が見られた。

（２）登場人物や道具の名称の確認 

目指す姿と評価（具体

的な姿）を表８に示す。 
 登場人物や道具の名称

を確認するにあたって、

物語に出てくる登場人物

や道具をペープサートにし、一つずつ提示して確認をするようにした。一次では初めての授業だ

ったこともあり、ペープサートに興味を示さず、教師の言った言葉を繰り返していた。

 二次でも繰り返し、ペープサートを使い名称の確認を行った。物語の内容を理解してきたこと

もあり、「おじいさん」や「ネズミ」などの名称を覚え、教師の問い掛けに対して言葉で答えるこ

とができるようになった。

 三次では、三つの場面に出てくるそれぞれの登場人物や道具の名称を問い掛けることにした。

「ネズミの家」場面では、カメとネズミの二択からネズミを選ぶことができた。このように、場

面に出てくる登場人物や道具を二つの選択肢の中から選び、答えることができるようになった。

（３）決まった場での活動 

 目指す姿と評価（具体

的な姿）を生活科の内容

を表９、国語科の内容を

表10に示す。

目指す姿（国語科） 評価（具体的な姿）

物語を聞いたり（知・技） ・繰り返される言葉を復唱した姿

・教師の読み聞かせをうなずきなが

ら聞いていた姿

表８ 代表児の目指す姿と評価 

表７ 代表児の目指す姿と評価

表９ 代表児の目指す姿と評価 

目指す姿（国語） 評価（具体的な姿）

物語を見聞きし、教師の問

いに答えたり（思・判・表） 
・知っている役や道具の問い掛けに

言葉や身振りで答えようとした姿

目指す姿（生活） 評価（具体的な姿）

場面ごとのおじいさんの動

きを自分なりの動きに変え

て（学びに向かう）

・おじいさんの動きを自分なりの動

きに変えて遊ぼうとした姿
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 物語を体験するにあたり、三つの場面で区切ることとした。一つ目がおむすびころりんの場面、二

つ目がネズミの家の場面、三つ目がおじいさんの家の場面で、それぞれの場面に転がす、滑る、握る

などの児童が好きな、遊びを取り入れた。また、毎授業で各場面の一場面を体験するようにした。

物語の理解が深まることで、場面に合った道具を使い、遊ぶ様子が見られた。時折自分の好き

な場面に行くこともあったが教師の促しを受けて決まった場に戻ることができた。また、様々な

形のおむすびをといに転がしていた。さらに、三次では、滑り台におむすびを持って上がり、お

むすびを転がした後に本児が滑る様子が見られた。

国語科の評価では、本単元を通して、示した具体的な姿が見られることがなかったが、教師が

言う「おむすびころりん

すっとんとん。」のリズム

に合わせて手をたたいた

り、足でリズムを取った

りした姿が見られた。

（４）その他の変容 

 三次から、絵本の読み聞かせではなく、二次までに活動した児童の様子を物語に合わせて動画

を作成し、動画の視聴を行った。児童たちは、自分が登場している動画を見るのは初めてで、ど

の児童も動画に注目していた。代表児も集中して見ており、自分が出てくると、笑顔になる様子

が見られた。

 二次から行ったおむすびダンスでは、初めの頃は、代表児はダンスの動画を見ているだけだっ

たが、単元終了前には、ダンスの振り付けを覚え、ジャンプしながら笑顔で踊る様子が見られた。

また、ダンスの曲に合わせて、「すっとんとん。」と言う姿も見られた。

以上のことから、代表児の本単元の評価を以下の通りとした。（表11）

表11 代表児の単元の評価 

生活 国語

知識・技能 ・教師が示した役割表を見て、写真やイ

ラストを手掛かりにどんな役割を行

うか分かった姿

・決められた場面の道具を使い、おじい

さん役の動きが分かっている姿

・教師が話すおむすびころりんを聞き、

繰り返される言葉を復唱した姿

・挿絵を見て物語の内容を知り、教師の

読み聞かせをうなずきながら聞いて

いた姿

評価 Ｂ Ｂ

思考力・判

断力・表現

力

・教師が示す役割表を見て、自分の役割

が分かった姿

・決められた場で決められた道具を使

っておじいさん役を演じようとした

姿

・物語を聞いて、知っている役や道具の

問い掛けに対して、言葉や身振りで答

えようとした姿

評価 Ｂ Ｂ

表 10 代表児の目指す姿と評価 

目指す姿（国語） 評価（具体的な姿）

場面ごとのおじいさんの動

きを自分なりの動きに変え

て（学びに向かう）

・物語に出てくる言葉を言いながら

おじいさん役を演じようとした姿。 
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生活 国語

主 体 的 に

学 習 に 取

り組む姿

・ペープサートでおじいさんの役の動

きを教師と一緒に確認し、遊び場で再

現した姿

・おじいさんの動きを自分なりの動き

に変えたりして遊ぼうとした姿

・役割表を教師と一緒に見て、席に着い

たり、発表の場に立とうとしたりした

姿

・教師が差し出した絵本をめくろうと

した姿

・物語に出てくる言葉を言いながらお

じいさん役を演じようとした姿

・教師が読む話を聞いて、内容を知り、

ペープサートや劇遊びの場で、おじい

さん役を自分なりの動きに変えて役

を演じようとした姿

評価 Ａ Ｂ

評価の基準としては、具体的に示した姿を上回った姿が見られたらＡ、具体的に示した姿だっ

たらＢ、具体的に示した姿に至らなかったらＣとしている。生活科の主体的に取り組む姿では、

おむすびを持って滑り台に上がり、おむすびを転がしてから代表児が滑った姿が見られたため、

Ａとした。

５ 指導の考察 

（１）代表児のよりよい学びに向けてのチェッ

クシートからの考察（図12） 

単元に関わる学習上のよさ、強みを生かして

授業を行い、困難さについてはチェックしてお

くことで事前に支援方法を考え、働き掛けるこ

とができた。主体的に取り組むための具体的な

支援方法についての成果として、スケジュール

表を用いて学習内容を伝えたことでスムーズ

に活動に取り組むことができたり、場面ごとに使う道具を見せることで、教師の促しを受け入れ

て、活動場所に戻ることができたりした。また、決められた場での活動が終わる際に、まだ遊び

たい気持ちから、座り込む場面があった。そこで、教師が次の活動を伝えながら、本人の気持ち

が切り替わるまで待つことで、自分から、次の活動場所へ移動することができた。

このように、よりよい学びに向けてのチェックシートに児童一人一人の具体的な支援を記載し

ておくことで、その場に応じた支援方法で支援をすることができた。

（２）代表児の単元の経過からの考察（課題） 

 決められた場での活動の中で自発的に「おむすびころりん、すっとんとん。」と言う姿が見られ

なかったことから、活動に集中し言葉が出にくい様子が見られた。このことから活動の中で繰り

返し、動作や状態、感情を表す言葉を教師が代弁して伝えることが必要だった。また、おじいさ

んの家の場面で、小づちを振って小判やお米を出した後、舞い上げて遊び続けるなど、場面ごと

のおじいさんの動きの終わりが分からない様子が見られた。このことについては、場面ごとに曲
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表
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活動の内容の理解 主体的・持続 支援の適切さ 

指示理解 時間の見通し 提示方法 動機づけに必要なこと □ 

□ 
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支援は適切 

支援の見直しが

一部必要 

支援の見直しが

全面的に必要 

□具体物
□写真カード 
□絵カード
□文字 
□身振り
□言葉 

□今～する
□ ・・・したら、次～ 
□半日程度の予定
□１日の予定 
□１週間以上の予定 

□個別携帯 
□全体提示 
（個別確認） 
□全体提示 

・活動内容ややり方、何をすればよいか分かる
こと。 

・我慢をしている様子のときに、教師から誘い掛
けること。 

単元に関わる学習上の 
主体的に取り組むための具体的な支援 

支援の改善点 

よさ・強み 困難 

・絵本が好きで、繰
り返される言葉等
を好み、教師に 
言って欲しいこと
を伝える。 

・教師に身振りで
遊んでほしいこと
を伝える。 

・何をしてよいか分
からなかったり、周
囲が騒がしかった
りするときに、座り
込み、動かなくなっ
たり、友達をたたい
たりすることがあ
る。 

・自分の思いややり
たいことを相手に
伝えられず、我慢
することが多い。 

① 何をするのかが分かりやすいように、実物や身振
り、言葉で伝える。 

② 本人の気持ちに寄り添いながら言葉を掛け、自
分から動き出すまで待つ。

③ 本人の気持ちを代弁するような言葉を掛ける。

☑ 
☑ 

☑ 

☑ 

☑ 
☑ ☑ 

☑ 

☑ 

図12 よりよい学びに向けてのチェックリスト 
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を分け、曲が変わったら場面を変える等活動の終わりを明確化する支援が必要だった。最後に、

周りの友達の声が気になり、読み聞かせや教師の問い掛けを聞けなかったり、動きが止まってし

まったりする姿が見られた。このことについては、場を分けて行ったり、個別に抽出して行った

りするなど、学習環境の調整が必要だった。特に１年生で集中して取り組める時間が短いことか

ら、１時間の学習を落ち着いて集中できる環境を作ることで、よりよい学びにつながるのではな

いかと今回の授業を通して再確認することができた。

６ 単元構想シートを活用することによる授業づくりの成果と課題 

 授業者個人としての成果は、単元構想シートの表紙に学校教育目標や小学部教育目標が示され

ることで、意識して単元の目標を立てることができた。また、児童一人一人の単元を通して目指

す姿、評価を示すことができた。単元構想シートⅠ－４「単元の指導と評価の計画」で、児童の

自発性を待つ等の支援方法を、３つの柱を明記することで変えることができた。一方で課題とし

ては、評価を具体的な姿で示すことで、授業者だけの評価でなく客観的な視点で評価をすること

ができるが、単元を始める前に単元終了後を見通して、具体的な姿を想像することは難しかった。

次ごとの具体的な姿を明記していくほうが書きやすいのではないかと感じた。

７ 実践のまとめ 

国語科と生活科を合わせた学習についての成果と課題を述べる。

国語科では、おじいさんの動きを体験することで、「おむすびころりん」の物語に親しむことが

できた。また、物語に出てくる登場人物や道具の名称を知ったり、昔話特有の言い回しに触れた

りすることができた。生活科では、教師と一緒に決められた場での活動ができたことが成果とし

て挙げられた。

課題としては、合わせる教科の精選の仕方が挙げられる。実際に授業を始めるまで、１番悩ん

だことは、生活科の「遊び」として扱うかどうかだった。生活科の２段階の目標で行えば、簡単

な決まりやルールのある遊びで単元を行えたのではないかという反省である。それに伴い、合わ

せる教科の適合性や１年生としてねらう「役割」の目標を考えると、この単元では、生活科の「遊

び」、生活科２段階や「きまり」の目標も考えられたのではないかと思う。

 これらのことから、本実践を通して改めて、合わせる教科の妥当性や１年生の授業づくりの難

しさを学ぶことができた。この実践を通して学んだことを今後の実践に生かしていきたいと考え

る。
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第４章 実践事例２ 小学部５年生 ～「みんなでわくわく 秋祭り」の実践を通して～ 

第１節 実践について 

１ はじめに 

本校では、生活単元学習を「いきいきタイム」と呼んでおり、小学部５年生のいきいきタイム

は週４〜５時間設定されている。今年度の学級目標として、様々な相手に自分の思いを伝えるこ

とができるコミュニケーション方法を身に付けること、社会生活や人と関わっていく上でのルー

ルやマナーを身に付けること、そしてルールやマナーを身に付ける前段階として、周囲に気付く

ことの３点を掲げている。

１学期の取組では、「ＹＭＣＡに行こう」という宿泊学習の単元を通して、集団活動でのきまり

（生活科ケ きまり）や野外炊飯（生活科カ 役割）、お礼の手紙やしおり作り（国語科Ｂ 書くこ

と）などを扱った。これらの学習を通して、与えられた自分の活動（役割）を進めることはでき

るようになってきたものの、周囲の友達に気付いたり、児童同士が関わり合ったりする場面が少

ないことが課題として挙げられた。本報告では学級の友達に「依頼」や「報告」を行うことを通

して、人との関わりを広げる取組を進めていった２学期の指導について考察していく。

２ 学級の実態からの単元の計画 

（１）学級の児童の実態 

本学級は、おおむね１段階の児童が一名、おおむね２段階の児童が四名、おおむね３段階の児

童が一名の計六名で構成されている。人との関わりについては、自分から、または「ちょうだい

は？」等の教師からの働き掛けに応じて、両手をたたいたり擦り合わせたりして要求の意思を伝

えることができる児童が一名、タブレット端末や絵カード、単語を使って教師に要求の意思を伝

えることができる児童が三名、友達や教師の名前を呼んで「〜しよう。」と誘うことができる児童

が二名いる。興味・関心は様々だが、制作活動を好む児童が多い。算数科では、主に個別の学習

形態でそれぞれの実態に応じた計算等の学習を行ってきている。しかし、そこで学習した力をそ

れ以外の場面で活用する機会はあまりなく、実際的な場面や、普段の個別学習とは異なる形態で

計算を求められると、正答することが難しくなる傾向があった。

（２）単元設定の理由 

本単元は、教師への「要求」が中心のやり取りから、具体物のやり取りを通して、学級の友達

に「依頼」や「報告」を行うことで、人との関わりを広げていきたいと考えて設定した。学級の友

達に依頼や報告を行う必然性があり、児童が意欲をもって取り組むことができる活動として、楽

しみなイベントを学級全体で作り上げていくために、二名程の児童同士で制作活動に取り組むこ

とを考えた。児童が意欲をもって取り組むことができるイベントとして「お祭り」が挙げられた。

お祭りについては、昨年度の５年生が「夏祭り」を行っており、本学級の児童も参加経験があっ

た。お祭りで使用する道具の製作を通したやり取りや、お店屋さんとしての接客をする中で、児

童が楽しみながら友達との関わりを広げていけるのではないかと考えた。また、お祭りではゲー
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ムを行う中で、それまで個別学習で教材やプリントで学習してきた算数の力を発揮・発展させて

いくことができるのではないかと考えた。 
 

（３）単元を構成する主な各教科の内容、単元を通して目指す学級の子供たちの姿、単元の指導

計画 

生活科「オ 人との関わり」と、算数科「Ａ数と計算」の内容から本単元の目標を以下のように

設定した（表12）。（下線：生活   、算数   ） 
 

表12 単元を通して目指す学級の子供たちの姿 

知識及び技能 製作活動で友達や教師に依頼・報告する方法や、お店屋さん役として接客や得

点係をする方法を知り、作った物の数やゲームの得点を出すことができる。 
思考力・判断

力・表現力等 
適切な場面で自分から依頼や接客対応を行い、道具の数と得点に着目してゲー

ムの結果から得点を表すことができる。 
学びに向かう

力、人間性等 
手順カード等を手掛かりに活動ややり取りを行ったり、得点を出す活動に自分

から繰り返し取り組んだりする。 

 単元の指導計画は、一次「秋祭りをしよう」、二次「作って遊ぼう」、三次「お店屋さんになろ

う」とした。詳しい学習活動については、単元構想シートに掲載している。 
 
３ 代表児について 

（１）学校生活全般における実態 

コミュニケーション面では、教師の手を引いたり簡単なジェスチャーをしたりすることと合わ

せて、写真カードやタブレット端末のコミュニケーションアプリを使って簡単な要求を伝えるこ

とができる。適応行動では、要求が通らない場面で泣きながら教師をつかむことがあるが、いつ

できるのかを写真カードで伝えられると、受け入れることができるようになってきた。興味・関

心面では、衣装を身に付けることが好きであり、キャラクターの絵を描いたり、製作活動をした

りすることを好む。社会性としては、人に自分の顔を近付けすぎてしまうことがある。教師と一

緒に忍者等の身振りをして、ごっこ遊びをすることができる。 
 
（２）単元に関する実態 

 生活科「人との関わり」については、タブレット端末や絵カードを使って給食の場面で「○○

お代わり。」、休み時間には「○○先生、〜に、行きたい。」等、教師には要求することができるよ

うになってきた。一方で、友達に自分から関わる姿はあまり見られず、要求の内容や場面が限定

的な様子があった。算数科「数と計算」については、個別学習の場面で、10程度のドットを指さ

しで数え、数字を書くことができる。10程度までの数であれば、音声で聞いた数字や数量を正し

く答えることができるが、数字のみでの合成はまだ難しい。 
 本単元でねらいたいこととして、生活科「人との関わり」については、友達を意識しながら報

告する経験を積んでほしい。算数科「数と計算」については、個別の学習場面で積み重ねた算数
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の知識・技能を、ゲームの場面で発揮してほしい。ドットや数字を見て正しく数えたり合わせた

りする力をさらに高めていってほしいと考えた。

以上の実態を踏まえ、代表児の単元を通して目指す姿は以下の通りとした。（下線：生活   、

算数   ）

表13 代表児の単元を通して目指す姿 

知識及び技能 製作活動で友達や教師に依頼・報告する方法や、お店屋さん役として接客や得

点係をする方法を知り、作った物の数や10程度までのゲームの得点を書き表し

たり、合わせたりすることができる。

思考・判断・

表現

一緒に取り組む友達を把握して適切な場面で自分から依頼や接客対応を行い、

道具の数と得点に着目してゲームの結果から得点を書き表したり、合わせたり

することができる。

学びに向かう

力、人間性等

手順カード等を手掛かりに活動ややり取りを行ったり、点を合わせる活動に自

分から繰り返し取り組んだりする。

（３）「よりよい学びに向けてのチェックシート」に示した実態と支援 

 「活動内容の理解」については、１〜２語文程度の指示を理解することができる。また、イラ

スト等の視覚支援があると伝わりやすい。「主体的・持続」して学ぶために「動機づけに必要なこ

と」としては、衣装や音楽に興味・関心を取り入れたり、視覚的に手順を提示したりする。「単元

に関わる学習上のよさ・強み」は、視覚的提示による理解が得意であること、「〇〇ください。」

等のコミュニケーション手段があ

ることである。学習上の「単元に

関わる学習上の困難」としては、

何をどれくらいやるのか分からな

い場面が苦手であることが挙げら

れる。「主体的・持続的に取り組む

ための具体的な支援」としては、

①手順書・動画での手順説明、②

シンプルな制作内容（児童同士の

やり取りの回数を増やす）、③タブレット端末で友達への依頼を表出できる機会を設けることを考

えた。

図13 よりよい学びに向けてのチェックシート
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（４）代表児の単元の評価（具体的な姿） 

 単元が始まる前に、児童が教科の目標を達成している姿、「このような姿が見られたら、目標を

達成しているのではないか」という姿を書き出した（表14）。

表14 代表児の評価（具体的な姿） 

生活 算数

知識・技能 ・制作活動でタブレット端末で友達のア

イコンを「〇〇くん、お願いします。」

とタップすることができる。

・店員役として、タブレット端末で「あ

りがとう。」、「〇〇をどうぞ。」と伝え

てから道具を手渡すことができる。

・数字カードとドットカードを合わせ

て、２つの数を合わせている。

・ドットを数えて４つの得点を合わせる

ことができる。

思考力・

判断力・

表現力

・ペアの友達が誰かを問い掛けられたと

きに、写真カードで正しく選ぶことが

できる。

・制作活動で自分の制作部分を作り終え

た後に、タブレット端末で友達のアイ

コンを押して「〇〇くん、お願いしま

す。」と依頼している。

・お客さんからチケットを受け取り、タ

ブレット端末で「ありがとう。」、「〇〇

をどうぞ」。と表出し、道具を手渡すこ

とができる。

・数字カードの数を起点にして、ドット

カードを使って指さしで数を数える

方法で、10程度の数を合わせることが

できる。

・ゲームの後に、輪っかの数と点数に着

目しながらカードを使って並べ、カー

ドの数字を合わせて書き表している。 

主体的に

学習に

取り組む姿

・手順カードを手掛かりに、自分で活動

を進めたり、やり取りを行ったりして

いる。

・ゲームの後に自分から得点を書き表し

たり、合わせたりしようとしている。 
・数を合わせるときに、繰り返し数えた

り、確認しようとしたりしている。

４ 代表児の単元の指導と経過・評価 

（１）活動内容とねらい 

一次「秋祭りをしよう」（１時間）では、５種類の屋台のゲームを候補としてイラスト等で説明

し、実際にそのゲームを体験した。ゲームでは得点を出すことを確認し、最後に多数決（一人三

票）で秋祭りで行うゲームを三つ決定した（射的、輪投げ、カップインゲーム）。

二次「作って遊ぼう」（４時間）では、友達とペアになって制作活動（ゲームの道具を制作）を

行い、「お願いします」等の依頼を友達に行った。授業の後半では作ったゲームを体験し、ゲーム

の得点を計算する場面を設けた。
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三次「お店屋さんになろう」（４時間）では、お店屋さんとして、「○○をどうぞ。」等お客さん

への接客を行った。お客さんの行ったゲームの得点計算もお店屋さんとして行った。単元の中で

は、まず教室内の学級でお客さん役とお店屋さん役に分かれて行い、次にリハーサルとして、本

番と同じプレイルームで、大人をお客さん役にして、お店屋さんとして接客を行い、本番では下

級生である４年生を招待して秋祭りを行った。

以上の活動内容とねらいを踏まえ、単元の中核となった二次「作って遊ぼう」と三次「お店屋

さんになろう」について、単元における目標と評価の視点から児童の様子と変容をみていく。

単元の指導の経過・結果について、まず生活科「人との関わり」の視点からみていく。

（２）生活科「人との関わり」 

①二次「作って遊ぼう」：目指す姿と評価（具体的な姿）を表15に示す。タブレット端末のコミ

ュニケーションアプリのア

イコンには、ペアになる友達

の顔写真だけではなく、複数

人の友達や教師の顔写真を

設定し、意図的にペアの友達

を選べているのかを評価で

きるようにした。依頼内容のアイコンは、イラストカードで「お願いします。」というアイコンの

みに設定した。実際の授業では、友達のアイコンを正しく押し、自分が作り終えた物を友達に向

かって手渡しする姿が見られたため、この目標は達成されたと評価した。

「学びに向かう力」の目標

と評価（具体的な姿）を表16

に示す。実際の授業では、手

順カードのみでは、自分で活

動を進めていくことが難し

い様子が見られた。複数の要

因が考えられるが、一因として今回の活動では通常の制作活動とは異なり、「制作した後に友達に

依頼を行う」という要素も加わっていたことが推察される。これは教師の実態把握や、環境設定

の課題点であった。

②三次「お店屋さんになろう」：三次「お店屋さんになろう」では、二次での反省点として、手

順カードのみではやり取りを行いながら自分で活動を進めていくことが難しかったために、三次

では手順カードを設置するのみでなく、代表児が左から右に移動していくことで接客できるよう

に道具やタブレット端末を配置する「場の構造化」を行った。そのような手立てもあり、授業場

面ではお客さんからチケットを受け取ってから、タブレット端末で「ありがとう。」、「○○をどう

ぞ。」と表出し、道具を手渡す姿が見られた。

目指す姿（生活） 評価（具体的な姿）

制作活動で友達や教師

に依頼する方法を知る

（知・技）

・タブレット端末のアイコンを押して

「○○くん、お願いします。」とタッ

プすることができる。

目指す姿（生活） 評価（具体的な姿）

手順カード等を手掛か

りに活動ややり取り

（学びに向かう）

・手順カードを手掛かりに、自分で活

動を進めたり、やり取りを行ったり

している。

表15 代表児の目指す姿と評価

表16 代表児の目指す姿と評価 
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「思考力・判断力・表現力

等」の目標と評価（具体的な

姿）を表17に示す。実際の授

業場面では、お店の入り口に

お客さんが店員を呼ぶため

の呼び鈴を設置していた。お

客さんの児童が呼び鈴を何

度も鳴らした直後に、代表児が少し焦ったような表情で待機場所から接客場所へ移動し、接客を

開始する姿が見られた。

次に、算数科「数と計算」の視点から見ていく。

（３）算数科「数と計算」 

①二次「作って遊ぼう」：

算数科「数と計算」の二次「作

って遊ぼう」における「知識

及び技能」の目標と評価（具

体的な姿）を表18に示す。代

表児は、数字のみで２つの数

を合わせることは難しい一方で、個別学習の場面で、

左側が数字のみ、右側がドット付きの数字を使って、

数を合わせることができるようになってきていた。

正しく数を数えることが難しいときは、教師が代表

児と一緒に指さししながら左側の数字を声に出して

言い、右側の数字は代表児が自分で数え、答えると

いう支援を行っていた（図14）。二次では、個別学習の場面でできるようになりつつあったこの方

法で、ゲームの得点を出すことを目標に設定した。実際の授業場面でも、数字カードの数を基点

にして、ドットを指さしで数える方法で10程度の数を合わせる姿が見られた。

②三次「お店屋さんになろう」：二次の場面では片方を数字カードにして得点を合わせる活動に

取り組んでいたが、活動中に何度か数え直すことが

あった。秋祭りの本番の流れの中で、より自信をも

って得点を合わせるために、ドットカードを使って

数える方法に変更することにした。一方で、４枚の

ドットカードを合わせる活動は、これまでのカード

２枚から４枚に発展させた方法となった（図15）。

目指す姿（生活） 評価（具体的な姿）

適切な場面で自分

から依頼や接客対

応（思・判・表）

・お客さんからチケットを受け取り、タブ

レット端末で「ありがとう。」、「○○をど

うぞ。」と表出し、道具を手渡すことがで

きる。

目指す姿（算数） 評価（具体的な姿） 
10程度までのゲームの得点

を書き表したり、合わせた

り（知・技）

・数字カードとドットカードを使

って２つの数を合わせている。

図15 得点を合わせる方法（三次） 

表18 代表児の目指す姿と評価 

図14 得点合わせる方法（二次） 

表17 代表児の目指す姿と評価 
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「思考力・判断力・表現力

等」の目標と評価（具体的な

姿）を表８に示す。実際の授

業の場面では、代表児は得点

として入らなかった輪っか

の数が二つであることを見

て、得点のカード二つを対応

させている姿が見られた。

５ 指導の考察 

（１）代表児のよりよい学びに向けてのチェックシートからの考察 

単元終了後、本チェックシートを使って主体的に取り組むための支援が適切であったかどうか

の振り返りを行った（図16）。①「手順書・動画での手順説明」については課題点があった。動画

での手順説明は、児童がよく注目していたものの、やり取りを伴う製作活動の場面で確認するこ

とは難しかった。また、二次「作って遊ぼう」では、手順カードのみでは児童が主体的に手順を

確認することは難しかった。これは、児童の実態に合わせた「場の構造化」の支援がより必要で

あったと考える。②「シンプルな制作内容」は、児童同士のやり取りの回数を多くするために効

果的であった。③「タブレット端末で表出できる機会を設けること」については、タブレット端

末での要求を日常的に行っていたため、授業場面で報告する活動をスムーズに行うことができた。 

（２）代表児の単元の経過からの考察 

成果としては、生活科「人との関わり」について、タブレット端末を使って友達に発信を行う

機会になったこと、友達とのやり取りのパターンを作ることができたことがある。算数科「数と

計算」では、個別の学習でできていたことを状況に合わせて発揮することができたこと、興味・

関心の高いゲームを題材にしたことで、自分から数を合わせたり数えたりしようとする姿が見ら

れたことがある。課題としては、生活科について、「やり取りの手順」は分かっていても、「相手

目指す姿（算数） 評価（具体的な姿）

輪っかの数と点数に着目

し、ゲームの結果から得

点を書き表したり、合わ

せたりする（思・判・表） 

・ゲームの後に、輪っかの数と点数に

着目しながらカードを得点ボード

に貼り、カードの数字を合わせて書

き表している。

表19 代表児の目指す姿と評価 

図16 よりよい学びに向けてのチェックシート（単元終了後） 
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を意識」していたかどうかは評価が難しかったことが挙げられる。これは教師側の課題として、

相手を意識できるように、単元の途中でまずは教師を相手にする場面や、練習する場面を設けら

れるとよかったと考える。また、二次では自らがゲームをやる側、三次ではお店屋さん側になる

という「役割の反転」があったが、特に自閉症児にとってはこの部分に困難さがあることが考え

られるため、より丁寧に事前に説明や練習をできる場面を設けられるとよかった。 

６ 単元構想シートを活用することによる授業づくりの成果と課題 

 本単元終了後に単元構想シートを活用したことによる成果と課題点について学級で話し合いを

行った。成果としては、児童の「育てたい力」や「教科の目標を達成している具体的な姿」から単

元を構想することができたことが挙げられた。また、「よりよい学びに向けてのチェックシート」

は、児童一人一人が授業に参加できるように支援を学級で検討するツールとして有効であった。

課題点としては、「よりよい学びに向けてのチェックシート」は児童の理解面の項目が中心である

ため、表出面のチェック項目もあるとよいのではないかということが挙げられた。また、単元の

途中で、目標や手立てを修正していくプロセスも、後で分かるように書き足していけるのではな

いかという意見も挙げられた。

７ 実践のまとめ 

 本単元では、「秋祭り」というイベントを通して、生活科における「人との関わり」や算数科に

おける「数と計算」を合わせた形での学習をおこなった。成果と考えることは、生活科において

も算数科においても、「今できること」や「個別の学習場面で身に付けたこと」を、より実際的な

場面で活かしながら発展させていくことができたことである。一方で課題として、教科を合わせ

たことによるメリットをより活用できるとよかったと考える。例えば、算数に関する学習である

「得点を計算する」場面において、得点の結果等を「友達に伝える」等の「人との関わり」の学習

機会として活かすことができたらよかったと思う。本実践で取り組んだことを活かしながら、知

的障害を伴う自閉症児が確かに育つ教育課程や授業づくりについて、今後も学び続けていきたい。 

第５章 研究のまとめ 

今年度の研究について、研究の結果と考察、今後の展望の二つから整理する。

第１節 研究の結果と考察 

まず、授業づくりの視点で、今年度の研究結果を振り返る。６月に小学部全学級を対象とした

授業公開と授業研究会を行い、10月、11月には小学部２学級を代表授業とし、授業公開と授業研

究会に計画的に取り組んだ。 

単元構想シートを改善した成果として、各教科等を合わせた指導において指導目標を明確にす

ることができたことが挙げられる。学習指導要領に示されている各教科の目標、段階、内容を明

確にしたことで、目標設定や評価に着目した授業づくりをしやすくなった。また、評価計画を立
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てることで、次ごとに、三つの柱のねらいのうち、何の教科の何をねらっているのかが明確にな

り、「活動ありき」ではなく、各教科の本質を大切にしながら学習内容を考えることができた。 

そして、学習評価に関しては、評価規準として、目標を達成している児童の具体的な姿を記載

することで、その姿を引き出す支援の手立てを考えた上で授業を行うこともでき、かつ、評価が

教員の主観ではなく、共通した認識の中で評価することにもつながった。

課題として、授業の系統性を見出し、単元配列表を作成していくこと、「単元構想シート」の書

式を改正し、蓄積したシートを整理し、活用することが挙げられた。各教科等を合わせた指導に

おいて、どの教科を合わせると効果的に学ぶことができるのか、有効な組み合わせや題材につい

て、今後整理していく必要があると考える。併せて、既習表の扱いを明確にし、個別の指導計画、

年間指導計画などに活用していくことも挙げられた。

次に、知的障害を伴う自閉症幼児児童にとって必要な指導内容・方法・指導のポイントなどを

整理し、蓄積するという視点で振り返る。まず成果として、昨年度、「見通し」に着目していたが、

今年度は改善した「Ⅱよりよい学びに向けてのチェックシート」を用いたことで、昨年度の成果

で挙げられた「学習が成立すること」と「学習内容を学ぶこと」の指導の手立てを区別しながら

授業づくりを行うことができた。単元において児童の実態を明確にしたうえで、「学習が成立する

こと」と「学習内容を学ぶこと」のそれぞれの支援方法を考案、検討することができたと考えて

いる。 

第２節 今後の展望 

今年度は、授業づくりの土台を築くことに重点を置き、単元構想シートを用いたことで、授業

づくりに関して土台を作ることができたと考える。知的障害を伴う自閉症児童が、学びを広げ、

深めていけるように、事例から指導内容・方法を整理し、子供たちが主体的に学ぶための指導形

態を検討しながら、教育課程及び日課表を具体的に見直すことが必要だと考える。本研究の成果

と課題を踏まえ、今後取り組んでいくべき点を、以下の４点と捉えている。

・単元構想シートの更なる見直しと、蓄積したものの整理を行う

・単元構想シートの活用をフィードバックできる形に個別の指導計画の書式を改訂する

・年間指導計画から学年を貫く単元配列表を作成し、授業づくりを通して修正を重ね、単元配

列表と指導内容表を作成する

・学習集団の構成や指導形態、日課表の修正、改善を進める
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